
■ ドル／円が「８年サイクル高値」をつけに行くとき

ついに、ドル／円は１４７円台を試そうかという動き。つまり、９月２２日に日銀が介入

する直前につけた高値を難なく上抜けてきた。

もともとが、目下のファンダメンタルズに沿った当然のドル高であり、依然として日銀の

超緩和姿勢にも変わりがない。そのうえで、前回の介入ラインをすんなり超えてきたとなれ

ば、そこから一段の上値追いに弾みがつくのも当然である。

本日（１３日）発表される９月の米消費者物価指数（ＣＰＩ）の結果は目先的な波乱要因

にはなり得るが、米連邦準備理事会（ＦＲＢ）の引き締め方針に大掛かりな変更が施されな

い限り、まだドル／円には一定の上値余地があるということになろう。

一つの目標水準は、やはり１５０円前後ということになる。最も単純な根拠は、下図でも

確認できるように「２０１１年１０月につけた７５円台の安値（図中１）」と「２０１５年６

月につけた１２５円台後半の高値（図中２）」、「２０２１年１月につけた１０２円台半ばの安

値（図中３）」を元に弾き出される『Ｎ計算値』が１５０円前後になるからである。

なお、図中の１から２を「Ａ波」の上昇、２から３を「Ｂ波」の修正とした場合、２０２

１年１月安値からの波動は「Ｃ波」の上昇ということになる。そして、このＣ波は既に５波

構成を成していて、今年８月初旬の安値＝１３０．３９円からの上昇が「第５波」であると

考えるなら、そろそろＣ波自体が“終点”を迎える可能性もあると見られる。

本欄の長い執筆履歴の中には過去に幾度も登場する話だが、過去のドル／円の価格推移に

は８年ごとに目立った高値をつけるパターン（＝８年高値サイクル）の存在が認められ、実

際、２００７年６月高値の次に目立つ高値は２０１５年６月高値であった。

つまり、次に目立った高値をつけるのは「２０１５年６月の８年後＝２０２３年６月あた

り」ということになり、数カ月の誤差が生じることを考慮すれば、既に“その時間帯”に突

入していると考えることもできる。

もはや、ＦＲＢによる「連続＆大幅利上げ」の影響は米住宅市場や米株式市場などにおい

て徐々に顕著なものとなり始めており、そう遠くない将来において引き締めの勢いは大幅に

鈍ると想像できる。少し長い目で、ドル／円の上昇基調も“終点”を迎える可能性が高いと

いうことになろう。                  （１０月１３日 １０：００）
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